
問合せ　保健センター　ｔ２９４－５５１１　ｆ２９５－５８５０

新型コロナワクチン接種
についてのお知らせについてのお知らせ

■接種場所　下表の町内個別医療機関

オミクロン株に対応した新型コロナワクチン接種について
国の方針により、新型コロナウイルスのオミクロン株対応ワクチンを使用した追加接種を10月以降実施します。
対象となった人のうち、希望する人全ての量のワクチンが供給される見込みです。
■接種場所　集団接種／東公民館（10月18日（火）開始予定）　
　　　　　　個別接種／町内個別医療機関（10月以降開始予定。実施医療機関は町ホームページをご覧ください。）
■予約方法　集団接種／コールセンター（ｔ050－5578－9415）またはネット予約　個別接種／各医療機関へ直接予約
■使用ワクチン　オミクロン株（BA.1）と従来株に対応した２価ワクチン
■対象者　初回接種（1・2回目接種）を完了した12歳以上の人
■接種間隔　当面は、前回接種から５か月以上（今後、前倒しになる可能性があります）
■接種回数　オミクロン株対応ワクチンは１人１回
■接種費用　無料（全額公費負担）
■接種券　
　○未使用の手持ちの接種券をそのまま利用していただく人（新たに発送しませんがハガキで通知する予定）
　　・４回目の対象者で未接種の人
　　・３回目の対象者で未接種の人
　○新たに接種券を発送する人
　　・３回目接種済みの人（12～59歳）は、これから順次接種券を送ります。
　　・４回目接種済みの人（60歳以上、基礎疾患のある人、医療従事者等）は、接種可能な時期になったら発送します。
■注意点　初回（１・２回目）接種の未接種者は、従来型ワクチンでの接種となります（令和４年12月末まで）。

小児用（5～11歳）の新型コロナワクチン追加接種（3回目接種）について
９月６日より、小児（５～11歳）の３回目接種が可能になりました。接種については、感染症予防の効果と副反
応のリスクの双方について正しい知識を持った上で、ご本人と保護者の意思に基づいてご判断ください。

医療機関名 所在地 予約方法

おっぺ小児科・アレルギー科
クリニック 若山1－8－7 ホームページからネット予約

初野医院 長瀬1850 電話予約ｔ295－2887

集団接種ネット予約

■使用ワクチン　ファイザー社小児用ワクチン
※２回目接種から５か月経過し、12歳を迎えた場合の３回目接種は、12歳以上のオミクロン株対応ワクチンを使
用します。
■対象者　２回目接種を完了した５歳から11歳までのお子さん
※ワクチン接種には、保護者の同意と立ち合いが必要です。
■接種間隔　２回目接種から５か月以上
■接種費用　無料（全額公費負担）
■接種券　対象者に順次発送しています。

新型コロナワクチンは、インフルエンザワクチンと同時接種が可能です。
ご希望の場合は、医療機関にご相談ください。
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10月は４Ｒ推進月間です！
ごみ減量のキーワードは“４Ｒ”

町では、全国的に推進されている３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）に「Refuse（リフューズ）」を加え、
４Ｒ活動を推進しています。国で定めた10月の３Ｒ推進月間にならい、10月を４Ｒ推進月間とします。
４Ｒのなかで特に大事な取組は、「R

リ フ ュ ー ズ
efuse」と「R

リ デ ュ ー ス
educe」です。一人ひとりがごみになるものをもらわないよう

にしたり、なるべくごみを出さないようにして、ごみの減量化やリサイクルにご協力をお願いします。
問合せ　役場生活環境課環境係☎295－2112内線172

・マイバッグを持ち歩きレジ袋（過剰包装など）は断りましょう。
・マイボトルやマイ箸を活用しましょう。
・不要なおまけ（割り箸・ストロー・本のカバーなど）は断りましょう。
・詰め替え用商品を利用して、ごみを減量しましょう。
・必要な量を購入・注文しましょう。

・長く使える丈夫で愛着の持てるものを購入しましょう。
・料理は作り過ぎたり、注文し過ぎたりせず、食べ残さないようにしましょう。
・レンタル用品を活用しましょう。
・生ごみは処理容器や電気式処理機を使って減量化・堆肥化に努めましょう。

・リターナブルびん（牛乳・ビール・お酒など）のものを選びましょう。
・使い捨てのものは買わないようにしましょう。
・壊れても修理やリフォームをして、長く大切に使いましょう。
・フリーマーケットやリサイクルショップを活用しましょう。

・分別ルールを守ってごみを出し、効率よくリサイクルできるように協力しましょう。
・再生材を使ったリサイクル製品を選んで購入するようにしましょう。
・不要になった携帯電話などの小型家電の回収に協力しましょう。

家庭用生ごみ処理機器設置補助金をぜひご活用ください！
種類 基準 補助金額

生ごみ処理容器 ・有効容積10リットル以上　・安全なふたがある
・購入費が1,000円以上　　  ・購入後１年以内

１基あたり最大１万円
※購入費の10分の９以内の額
（１年度につき１世帯２基まで）

生ごみ処理機 生ごみの堆肥化または減量化を目的に製造された
機械

１基あたり最大３万円
※購入費の２分の１以内の額
（１年度につき１世帯１基まで）
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ごみになるものは断る、買わない、持ち込まないefuseRリフューズ

ごみを減らす、出さない、作らないeduceRリデュース

ごみになってしまったものを資源に戻して再利用ecycleRリサイクル

まだ使えるものは、捨てずに繰り返し使うeuseRリユース

【断る】

【減らす】

【再利用】

【再生利用】

※補助金の額に100円未満の端数があるときは、端数を切り捨てます。

よんアール


